
対象者
所有者、相続人、所有者等から委任を受けた者 など

・  空き 家が数人の共有になっ ている場合は、 全員から 同意を得ている者 

・  その他、 市税に滞納がない、 過去に本補助金を活用し ていないなど要件があり ます

補助率等
解体にかかる費用の1/3 （千円未満切り捨て） 

① 老朽危険空き家　   上限50万円 → 加算要件に該当  上限100万円 

② 準老朽危険空き家  上限30万円 → 加算要件に該当    上限60万円　

加算要件
木造以外、床面積200㎡以上、幅3m 未満の道路に面する など

その他、 空き 家が景観形成地区内にある場合、 居住誘導区域内の空き 家で跡地に住

宅を建てる／敷地を売却する場合、 敷地を自治会が活用する場合などがあり ます

空家要件
① 危険、不衛生、放置など管理が不適切な家屋で法※に該当するもの 

② 昭和56年5月31日以前に着工・建築された木造の空家等で外観で判定されたもの　 　 　 　

※ 空家等対策の推進に関する特別措置法2条2項 及び 住宅地区改良法2条4項

対象事業
空き家の解体にかかる経費で、市内の有資格者が施工するもの

・  空き 家と 一体と なっ ていない建築物や立木、 塀などは補助の対象になり ません 

・  建物滅失登記などの費用も 補助の対象になり ません

申請期間
令和4年4月1日から12月2日まで

・  職員が調査を行いますので、 事前にご相談く ださ い 

・  解体工事後、 実績報告と 補助金の請求は3月末までに完了さ せてく ださ い 

・  予算が無く なり 次第、 終了し ます

お問い合わせ｜　大野市 防災防犯課　電話  0 7 7 9 -6 4 -4 8 0 0
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お問い合わせ・申請先｜　大野市 防災防犯課 

  電話 0 7 7 9 -6 4 -4 8 0 0 　受付時間 8 :3 0 ～1 7 :1 5  

　電子メ ール b o sa i@ city . fuk u i-o no . l g . j p

事前相談

交付申請書の提出

交付決定通知の送付

解体工事契約・着工

実績報告書の提出

補助金の交付請求

補助金の振込

解体を希望する空き 家の住所などをお知ら せく ださ い。  

 その後、 職員が補助の対象になるかどう か現地調査をし ます。

特定空家等に認定する場合は、 さ ら に時間を要し ます。

 現地確認
約1ヶ 月 交付申請書に添付する書類は以下のと おり です。  

 ① 実施計画書


 ② 位置図　※住宅地図があるため通常は不要です


 ③ 現況写真　※現地調査の写真があるため通常は不要です


 ④ 解体工事の見積書の写し（内訳のわかるも の）


 ⑤ 建物の全部事項証明書 o r 固定資産税課税台帳記載事項証明書


 ⑥ 納税証明書


 ⑦【敷地の所有者が別の場合】敷地の所有者を示す書類


 ⑧【相続人の場合】相続人であることを示す書類


 ⑨【相続人が複数の場合】代表者の実施を確約する書類


 ⑩【委任者の場合】委任を証する書類


 ⑪【共有建物の場合】共有者全員の同意を証する書類


こ のほか、 加算要件などで書類を提出いただく こ と があり ます。

契約は必ず交付決定の日以降に行っ てく ださ い。  

 実績報告は写真が必要になり ます。 忘れずに撮影し てく ださ い。

工事内容に変更があっ た場合は必ずご連絡をく ださ い。  

原則、 交付決定後の補助金の増額は認めません。

現地確認

実績報告書に添付する書類は以下のと おり です。  

 ① 工事請負契約書の写し 


 ② 工事代金支払い領収書の写し　※支払の事実を確認するため


 ③ 工事前、工事中、工事後の状況がわかる写真


 こ のほか、 書類を提出いただく こ と があり ます。

実績報告書の提出後、 書類内容と 現地の確認を行います。

手続きの流れ

交付請求書に添付する書類は以下のと おり です。  

 ① 交付決定通知書の写し

② 振込先通帳の写し（ 表紙裏面の口座番号・ 名義がわかる箇所）

空き 家の原因が補助金の交付を受けるための 

故意による場合は、 補助の対象になり ません！
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